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1. はじめに

やはり 前提 關 先行硏究 諸用法 包括 前提 槪念の に する には まず やはり の を する の として、 、 、

社會的通念 常識 金田一 大關 話 手 固定觀念 板坂 西原・ など し の な、 、 、

提示 硏究ど などを している がある 各先行硏究 提示 前提 槪念しかしながら で されている の には。 、 、

說明 反例 存在 各先行硏究 論点 關係 前提それだけでは できない が する これは の が やはり に する の。 、

一面 捉 留 同時 關係 前提 多樣性 反映 結ある だけを えるに まっているのと に やはり に する の が された、

果 考 一方 森田 蓮沼 關係 前提 多樣性 注目であると えられる は やはり に する の に。 、 、 、

複數 前提 認 前提し の を め の、 、 相違 用法 分によって やはり の を けている。

本考察 關係 前提 諸用法 包括 抽象的 捉では やはり に する について を できるような なものとして、 、

前者 立場 多樣性 認 複數 前提 設定 後者 立場 基 考察 行える の より その を め の を する の に づき を うこ、 、 、

諸用法 包括 槪念 規定 重要 抽とにする なぜなら を するような を することも ではあるが あまりにも。 、 、

象的 槪念 前提 設定 前提 持 他 副詞 區別 困難 同時な の を してしまうと とかかわりを つ の との が になると、

持 前提 特徵 捉 考に やはり の っている の が えにくくなると えるからである、 。

、 、 、 、

。

、 。
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森田 蓮沼 複數 前提 認 前提 相違しかし は やはり に の を め の によって やはり、 、 、 、

用法 分類 各用法間 關係 言及 複數 用法 並列的 扱の を してはいるものの の についての はなく の を に っ、 、

ている。

本考察 前提 基 分類 各用法 統語的特徵 明そこで では に づいて した やはり の における を らかに、 、

異 前提 持 用法 間 統語的特徵 差異 見 分析し なる を つ の には においても が られるかについて する そし、 。

各用法 持 前提 特徵 統語的特徵 間 關係 述て の つ の と との にはどのような があるかについて べることに、

する。

2. 關係 前提やはり に する について

考察 先行硏究 檢討 關 前提 想定 先行硏究 指摘では を し やはり に する を する で され、 、 。 ている や

前提 內容 社會的通念 常識 話者個人 考 客觀的事態はり の は その から ・ の え、 の つにまとめられ

以下 用例 擧 各前提 述る では それぞれの を げながら について べることにする。 、 、 。

社會的通念 常識 前提 用例 次 擧まず ・ を とする としては のようなものが げられる、 。

好 女性きな のタイプは やっぱり着物 似合 美人 金田一の う ですね

昔 評判 美人は の だったが、やはり年齡 衰 隱 蓮沼による えは せない。

例 日本 男性 着物 似合 女性 好 例 人 年 取 肉体これらの は それぞれ の は の う が きだ は を ると、 、

的 衰 例 社會的通念 常識 前提 後續 当該事態 前に える という ・ を にし やはり に すする がその、

提 合致 表と することを している。

次 話者個人 考 前提 用例 次に の え を とする には のようなものがある、 。

運動あんなに したけれど、やはり当選 無理 森田は だったか。

盛蕎麥ください いや、 、やっぱり掛蕎麥 深尾にしてください。

、 、

、

。 、

、 。

、 、 ・

。 、 、 、

。

、 、 、

、 、

。
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最後 客觀的事態 前提 用例 次に を とする には のようなものがある、 。

皆 同樣 私と も、 やはり 反對 森田ストライキには だ。

去年 暖冬 今年も だったが も、 やはり暖冬 雪 少 森田で が ない。

例 皆 反對 同 時空間 存在 他 事態 例これらの は それぞれ が している という じ に する の、 去年や

暖冬 時間的 先行 過去 事態 例 前提は だった という に する の が となっており、 やはり 当該事態は、

前提 合致 表 例 前提 共通 話者 主觀がその と することを している これらの が にしているものは して の。 、

關与 客觀的事態 言が できない であると える。

3. 前提 種類 用例 分類の による の

、 、

。

關係 種 前提 基 分類 文末 形式 共起關係 一定やはり に する の に づいた は モダリティ との において、

傾向性 見 社會的通念 常識 話者個人 考 同樣 幅廣 共の を せている つまり ・ および の え が に い。 、 、 、

起關係 見 對 客觀的事態 斷定文 主 共起 共起 文末 形を せているのに し は に に し する のモダリティ、 、 、

式 範囲 比較的限 言の が られていると える。

本考察 共起關係 相違 社會的通念 常識 話者個人 考では にみられるこのような によって ・ の、 、 、

当該事態 合致 表 場合 用法 客觀的事態 当該事態 合え と との を す を やはり の そして と との、 、

致 表 場合 用法 用法 分を す を やはり の と やはり の を つに けることにする、 。

、 、

。

  、

、 、 。

。

・

、 、 、

・ 、 。

、 、

、

。

、

、 、

、 。
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以下 用法 用法 考察 行では やはり の を やはり やはり の を やはり とし を う、 、 、

ことにする。

表

用法

共起形式
合計社會的

通念 常識・

話者個人の

考え
客觀的事態

文

末

形

式

判

斷

系

斷定 用言 終止形の

槪言

ダロウ

カモシレナイ

ニチガイナイ

ヨウダ

ラシイ

シソウダ

思ト ウ

疑問

カ

カナ

ノデハナイ ダロウ カ

說明

ノダ

モノダ

ハズダ

ワケダ

当爲 ナケレバナラナイなど

自發 ズニハイラレナイ

待

ち

望

み

系

意志 動詞 意志形の など

願望 タイ・ テホシイ

勸誘

タホウガイイノデハ

ナイデショウカ

一語文 ・

省略 倒置・ ・

合計

仁田 分類の による 。

、 、 。

、 、 、 、 、 ・ 。



吳 珠 熙 ················································································· 前提 持 副詞 統語的特徵を つ やはり の 103

縱列 合計 場合 各 比率 表 右下 全合計 場は の を にした の セルの を し は の を にした、

合 各前提 合計値 比率 表の の の を す。

4. 統語的特徵やはり の

.1 文末 形式 共起關係モダリティ との

文末 形式 共起關係 見 場合 斷定 槪言 疑問 判斷系モダリティ との から た やはり は などの モ、 、 、 、

形式 願望 意志 勸誘 待 望 系 形式ダリティ から などの ち み モダリティ まで、 、 、 、

幅廣 共起關係 見い を せている。

今 椿油 木炭 生産 激減 大島は や の は したが は、 やはり椿 島 天聲の だ。

都市銀行 社內 澁谷支店 身內 敬称 忘 地図 企業名ある の テレビは さん と にも を れない のなかの にい。

付 出合 使 方 敬称 相手 基本ちいち さん を けたのにも った もちろん こんな い はおかしい の の は。 、 。

、やはり生身 人間 天聲の だろう。

翌朝 母 枕元 一度 參 吟子 實家 出の でもう お りしてから は を た、 。 やはり歸 奧 間 支度るの の で をし

友子 七 男 子 連 言 花ていると が つになる の を れてきて った。

親 元氣 面倒 見 別離が なうちは も てもらえる だが いつか のときがくる そうなる、 。 、 。 別 別と れ、

療護施設 入れにどこかの に るしかない。やはり友 知人 土地だちや のいる で 暮 續 天らし けたい、 。

聲

電話がなる

雅子 有川 留守 用件 發信音 後 後程はい です ただいま にしております ご は の にどうぞ、 。 、 。 。 、

連絡 留守電 發信音 卷 戻 音ご いたします ピー の と き し。

健二 留守電 有川先生 山北 行 母 氣です ボク やはり きません が なんといっても にしな。 。 、 、 。 、

いでください ルス。

信 行 千惠 とまたたしなめる

正夫 頷 話 警察 届 否き まず しあうべきことは に けるべきか か ということですが、 、 、

和代 やはり 警察 賴を ったほうがいいんじゃないでしょうか、

千惠 冗談 殺 信哉じゃありません そんなことしたら されちゃいますわ が、

明子 反對 子供 命 第一 考あたしも です の を に えなければ、

信行 頷も いている うち。

對 例 斷定文 用例數 共起これに し やはり は ほとんどの で の と している、 、 。

雌 死 原因 續のコアラのパープルが んだ ストレスが だった いて。 。 やはり雌 死のユカリが んだ。

天聲

今年もやはり銀座 京橋 燕 戻 天聲や に つばめ が ってきた。

例 作例 槪言 表現 共起 考ところが やはり は のように などのモダリティ とも できると え、 、

られる。
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祖父 父 癌 死 私も も で んだ も。 やはり癌 死で ぬだろう。

同 共起 兩者 係 先しかし やはり と やはり が じく だろう と しているとしても の り、 、

異 考 文代名詞 指 內容 含は なると えられる これは やはり が それ などの の す には まれない。 、

例 對 文代名詞 指 內容 含 例のに し やはり は の す に まれる ことからもわかる、 。

やはり 選擧運動 參加に したほうがいい んですよね。

同意見それについては です。

彼女 姉妹 三 子 産 先月 彼女の はみんな つ を んだけど も、 、 やはり三 子 産つ を んだ のよ。

珍それは しいですね。

任意 文 代用形 英語 關係代名詞 日本語の を で では もしくは などで では そう、 、 、 、 、 、

置 換 操作 文代名詞化 呼 澤田 代用形 指それ などで き える は と ばれる このような の、 、 。

內容 文 命題內容 文副詞 命題副詞 異 文代名詞化 入す は の であるため は と なって のスコープに らない、 、

。

具体的 例 兩文 指 範囲 互 異にいえば の の それ は す が いに なっている つまり の それ は、 。 、

彼 泳 事實 指 指 內容 中 含がはやく げる という を している の たぶん は それ が す の に まれていな。

森本い 。

彼は はやく泳 知げる よ それは りませんでした

彼はたぶん 泳 知げる でしょう それは りませんでした

例 文代名詞化 各 命題內 命題外と の は たぶん と はやく が によって 々 と にあるものとし、 、 、

區別 示 文代名詞化 入 文副詞て されることを しており たぶん は のスコープに らないことから と、 、 、

見 可能なすことが である。

從 同 文代名詞化 入 命題內容 含って たぶん と じく のスコープに らない やはり は には まれな、 、

言 文代名詞化 入 命題內容 含 解いものと える そして のスコープに る やはり は に まれるものと。 、 、

釋すべきであろう。

文代名詞 指示 內容 個人 解釋 差 可能性 少しかしながら が する については による の がみられる が なく、

從 兩用法 差異 明 文代名詞化ない って の を らかにするのに にみられる やはり と やはり の。 、 、

特徵 指摘 不十分 考を するだけでは であると えられる。

以下 連体節 中心 文 階層性 位置 考察 文では を に の における やはり と やはり の づけを して、 、

代名詞化 兩者 差異 明における の をより らかにしたい。

4.2 ( )文 階層性 關係 連体節 場合の との の

從屬節 位置 南における やはり の づけは、 類 要素のモデルによれば の とされてい、

、 。

、
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以下 實例 檢討 文代名詞化 差異 從屬節 特 連る を しながら における やはり と やはり の が に。 、 、

体節內 存在 文 階層性においても するか つまり の における やは、 、 位置り と やはり それぞれの

反映 考づけに されているか どうかについて えてみる、 。

場合 連体節內 共起 實例 採集 對 連体節內やはり の に した が できなかったのに し やはり は、 、

共起 例 例に した が あった。

南 類 連体節內 入 次 例 擧では やはり は の に るとし のような を げている、 、 。

やはり歸 君ってきた

例 期待通 君 歸 解釋 君の やはり は りに は ってきた という やはり の と、 、 歸も ってき

解釋 兩方 可能た という やはり の が とも である すなわち やはり と。 、 同やはり は じく、

南 類 連体節 入 言の の に るものと える。

本考察 行 調査 連体節 用例 一例 收集しかし で った で における やはり の が も できなかったという、

事實 連体節 間 何 違 示唆は において やはり と やはり との には らかの いがあることを している、

考ものと えられる。

、 、

、

。

益岡 連体節 表現 限定的 非限定的 區別は の には なものと なものが できるとし このうち、 、 、 、

非限定的連体節 主名詞 連体節 對 主題 性格 持 得 限定的連体節 性格は が に して の を ち るが はこのような、

持 述 主題 南を っていないと べている そして は によ。 、 、 類 屬 要素れば に する であるこ、

主名詞 主題的性格 持 非限定的連体節とから が を つ には、 南 類 要素 現 得 限定的のいう の が れ るが、 、

連体節 主名詞 主題性 持 類 要素 現 得の は を っていないので の が れ ないとしている、 。

。

、 。

、 、 、 、

、 、 、 、 、 、

、 、 、 、 、

、

・ 、 、 、

、 。

。

。

。

。 、

。

、 。

、 、 。

、

。

。

、 、 、 。
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根據 類 要素 推量 表 要素 取その として の である だろう どうやら のようないわゆる を す を、 、

上 限定的連体節 非限定的連体節 違 示り げ と との いを している、 。

限定的連体節 場合 例 類 要まず の のように だろう ようだ のような の、 、 、 素 現が れに

對 非限定的連体節 例 示くいのに して のほうは で されるように、 、 、 、 だろう どうやら のよ

要素 無理 現うな が なく れる 。

今度 選擧 落選の で するだろう候補 公認 對象 外は の から された。

どうやら何 事情 知 男 質問か を っているような のほうに してみた。

今度 選擧 落選の で するだろう 候補 公認 對象 外は の から された。

どうやら何 事情 知 男 質問か を っているようなその のほうに してみた。

益岡 以上 觀察 非限定的連体節 限定的連体節 異 類 表現は の から は とは なり の である、 、 、 、

結論と づけている。

益岡 次 要素 評価 副詞 例 幸さらに では のように モダリティ である の えば い あい、 、 、 、 、

推量 表現 例 限定的連体節 生起 限定的にく や の えば だろう ようだ が に できないことから、 、 、

連体節 命題は レベルのものとされている 。

幸 難關 試驗 合格 受驗生 大勢い の に するだろう がこのクラスには いる

對 非限定的連体節 表現 評価 副詞 推量 要素 生起これに して の には の や のようなモダリティ が でき、 、

非限定的連体節 表現 述る それゆえ はモダリティレベルの であると べている。 、 。

幸 難關 試驗 合格 田中君 祝い の に するだろう をどのように ったらよいのだろう

以下 限定的連体節 非限定的連体節では と において やはり と やはり はそれぞれどのよう、 、

特徵 示 檢討な を すのかについて する。

幸 類 要素 同 非限定的連体節まず やはり は い だろう のような のモダリティ と じく に、 、 、

生起 限定的連体節 生起は できるが には できないといえる、 。

難關 試驗の にやはり合格 受驗生 大勢した がこのクラスには いる

難關 試驗の にやはり合格 田中君 祝した をどのように ったらよいのだろうか

、 、 、

、 、

。

なんだかんだいっても、やはり畵一性 大事 學校敎育 見直を にしてしまう を いまこそ してみるべ、

。 。 、

。 、

。
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一緖 橫並 集団行動 先生 親 考 自立心 冒險きではないか みんな びの がいいと や が えていては も。 、 、

心 生 違 違 互 尊 社會 敎育 日本 力も まれにくい いを いとして いに びあう をめざす こそが の となる。 。

朝日、

、

。 、 、

。 、

、

、 。 、

、 。

對 連体節 現 用例 次 限定的連体節 例 非限定的これに し に れる やはり の には のように と、 、

連体節 例 兩方 見 非限定的連体節 限定的連の が られる ここから やはり は はもちろん。 、 、 、

体節 現 得 言にも れ るものと える。

今年 五月他界 私 姉 常識 義兄 思 末の した の もがんだった ある が わらをもつかむ いだったのか。 、 、

期 患者 効 信州 命 水 姉 飮 連 行 車中 彼女 息絶がん にも くという にわく の を に ませたいと れて く で は、

三年前 妻えた を。 、 やはり 友がんでなくした 彼女 高校卒業 同時 結婚がいる とは と に し どこに。 、

行 一緖 妻 失 後何度 後 追 思 殘 子 考くにも だったという を った も を いたいと ったが される らを え。 、

踏みとどまったそうだ ひと。

世界最大 九七 九八年のパソコンメーカーのコンパック に。 、やはり世界的 大手な メーカーだっ

合倂 從業員數 二倍以上 急增た とタンデム を し は に している、 。

アエ

益岡 限定的連体節 命題さて では は レベルのものであるとされている そして このよう、 、 。 、

益岡 指摘 基 限定的連体節 現 得 命題要素 言な の に づけば に れ る やはり は であると えること、

になる。

考察 表ここまでの は のようにまとめられる、 。

表

、 、

。

、 。 、

、

、 。 、

。

。

。

。
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やはり

類義表現 思 通った りに、

なるほど

やはり

類義表現 同樣また に、

共起 文末形式 範囲する の

文末 形式すべての モダリティ

共起可能但 意味的 呼と し に、

応しているわけではない

斷定形 限定 但に される し モ、

形式 共起可能ダリティ とも

文代名詞化のスコープ

入に る

連用修飾節
加藤 類 南の

類 該当の に

加藤 類 南の

類 該当の に

連体修飾節
非 限 定 的 連 体 節 南

類 該当の に

限定的 非限定的連体節 兩方南・ の

類 該当の に

5. 各用法 持 前提 統語的特徵 關係の つ と との

前節 表 社會的通念 常識 話者個人 考 前提 南の から ・ の え を にしている やはり は、 、

類 屬 副詞 統語的特徵 持 言の に するものであり モダリティ としての を っていると える、

對 客觀的事態 前提 類 屬これに して を にしている やはり は に するものであり やは。 、 、 、

比 命題要素 近 統語的特徵 持 兩者 統語的 差異り に べ に い を っている にみられる このような な、 。 、

各用法 持 前提 內容 現 方 起因 考は の つ の とその れ に するものと えられる、 。

前提 社會的通念 常識 話者個人 考 話者まず やはり の すなわち ・ の え とは によって、 、 、 、 、

內容 捉 方 異 現 方 明示 場合 多 話者 心 中その の え が なるものであり れ においても されない が く の の に、 、

想定 特徵 持 前提 当該事態 合致 表されるだけでもよいものである このような を つ と が することを す。

判斷 話者 主觀 大 關与 考やはり の には の が いに していると えられよう それゆえ やはり は、 。 、

副詞 統語的特徵 示 考モダリティ としての を すのであると えられる。

對 前提 客觀的事態 內容 解釋 話者 主觀 入これに して やはり の である は その の において の の、 、

余地 客觀的事實 必 先行文脈 明示る のない であり ず に されるものである この、 。 明示的 客觀的ように で

內容 前提 当該事態 合致 表 判斷の と が することを す やはり の には 話者 主觀 關与の が しにくいもの、

考 比 統語的 命題要素 近 特徵 見と えられよう それゆえ やはり は やはり に べ に に い を せ。 、 、 、

解釋ていると できる。

6. 命題副詞 相違点やはり と との について

上記 考察結果 副詞 異 文代名詞の から やはり は モダリティ である やはり とは なって のス、 、

入 命題副詞 近 特徵 見 以下 命題副詞 相コープに るなど に い を せた では やはり について との、 。 、 、

、 、

、

。
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違点 機能 中心 述とその を に べることにする。

一般的 命題副詞 命題內容 指 言 否定 入に は を すと われる のスコープに り そのフォーカス、 、 焦点

にもなれる 例 對 否定 入これに して やはり は のスコープに らないことから。 、 、命題副詞と

異 特徵 見は なる を せる 例 副詞なお これはモダリティ である やはり。 、 共通 特徵と する であ

る。

太郞 吸 次郞はタバコをゆっくり わない も。 やはり 吸タバコをゆっくり わない 。

やはり太郞 吸は タバコを わない 。

特徵 文代名詞 含 節 考察結果 相反ところが このような やはり の は に まれるという の とは、 、 、

言 次 說明するものと える しかし これは のように できる。 、 。

先行硏究 否定 文代名詞化 範囲 同 命題內容では と のスコープの は じく であるとされているが、 兩、

者 範囲 次 異 例 否定のスコープの は のように なる まず の のスコープ、 。 、 当該文 命題內容は の、

指示 對 例 文代名詞しか することができない これに して の。 、 当該文 命題內容それ は の だけ、

先行文 命題內容 合 指示 解釋 文代名詞化でなく の までを わせたものを していると できる つまり の、 。 、

範囲 否定 廣 言スコープの は のスコープより いものと える、 。

太郞 吸 弟 次郞 吸はタバコを わない の もやはり タバコを わない。 。

下線部分それ はいいことですね。

助詞 共起 当該命題 前提命題 同類 表また やはり は も と し が と のものであることを すもの、 、 、

換言 前提命題 当該命題 二 命題間 關係 表 言である すれば やはり は と という つ の を すものとも。 、 、

当該命題 入 否定 含 複合える それゆえ やはり は だけが られる のスコープには まれないが。 、 、 、 、

的 命題內容 指 文代名詞化 含 思な まで すことができる のスコープには まれることになると われる。

以上 当該文 命題內容 含 命題副詞 異 前提命題 当該命題から の に まれる とは なって やはり は と を、 、

結 機能 持 複合的命題內容 構成 考びつける を っており を するものと えられる、 。

7. 今後 課題まとめと の

前提 示唆 後續 当該事態 前提 合致やはり は ある を しながら やはり に する がその と することを、 、

表 考 示唆 前提 社會的通念 常識 話者個人すものと えられる そして やはり の する としては ・。 、 、

考 客觀的事態 種 前提 想定の え の の が できる。

本考察 前提 基 分類 各用法 統語的特徵 文 段階性 關では に づいて した やはり の における を の との わ、

中心 分析 異 前提 持 用法 間 統語的特徵 差異 明りを に し なる を つ の には においても があることを らかに、

結果 森田 蓮沼 並列的 扱 複數 用法 前した その では に われてきた やはり の の は。 、 、 、 、

提 統語的特徵 大 分 分と により きく つに けられることが かった、 。

各用法 前提 統語的特徵 次 表における と をまとめると の のようになる。

、 、 。
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表

前提 特徵の 統語的特徵

文 段階性 關係の との

南
內容

前提內容 解釋の におけ

話者 主觀 關与る の の 在 方り

やはり
社會的通念 常識・

話者個人 考の え
可

暗示
類 要素の

要素モダリティ

やはり
客觀的

事態
不可 明示 類 要素の

本考察 統語的特徵 關係 前提 關 中心 分析 行は やはり の を やはり に する との わりを に を ったもの、

關係 種類 前提 社會的通念 常識 話者個人 考である しかし やはり に する の すなわち の え。 、 、 、 、

客觀的事態 內容 分 實際 實例 前提 分類は その から けられたものであり やはり の を によって、 、 、

社會的通念 常識 話者個人 考 判斷 容易 無するとき ・ であるか の え であるか を することが では、 、 、

今回 考察 後 皆 思 語 入 適切かった の では やはり の に が っているように という を れてみて であ。 、 、

社會的通念 常識 捉 不適切 話者個人 考 捉 兩者 區別れば ・ と え であれば の え と えることにして を し、

明確 記述 行 客觀的 分類基準 設定 必要たが より な を うためには な の が であろう、 。
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要 旨

本論文 現代日本語 副詞 統語的特徵 前提 文 階層性 關係 中心 考察は のモダリティ やはり の を と の との を に、

したものである。

前提 示唆 後續 当該事態 前提 合致やはり は ある を しながら やはり に する がその と するこ、 、 表とを すも

考 示唆 前提 社會的通念 常識のと えられる そして やはり の する としては ・。 、 、 話者個人 考 客の え

觀的事態 種 前提 想定の の が できる。

本論文 文末 形式 共起關係 相違 社會的通念 常識では モダリティ との にみられる によって ・、 、 話者個人、

考 当該事態 合致 表 場合 用法 客觀的事態 当該事態 合致の え と との を す を やはり の そして と との、 、
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表 場合 用法 用法 分 文 階層性 關係 中心 各用法を す を やはり の と やはり の を つに けて の との を に、 、

統語的特徵 考察 行の について を った。

結果 社會的通念 常識 話者個人 考 前提 用法 南 類 屬その ・ の え を にしている は の に、 、

副詞 統語的特徵 持 對 客觀的事態 前提するものであり モダリティ としての を っているのに して を にして、 、

用法 類 屬 用法 比 命題要素 近 統語的特徵 持いる は に するものであり に べ に い を っていること、 、 、

分 兩者 統語的 差異 各用法 持 前提 內容 現 方 起因が かった にみられる このような な は の つ の とその れ に す。 、 、

解釋るものと できる。

前提的知識 共起關係 文代名詞 文 段階性 限定 非限定キーワード の ・、 、 、 、
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